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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

特　集
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
ン
ブ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ



特
　集

　松
本
議
員
・
下
垣
内
議
員
が
聞
く

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

元
気
な
地
域
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
！

Q 

現
在
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を 

 

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
ピ
ー
ス
リ
ー
ホ
ー
ム
バ
ン
ブ
ー
総
合
公
園
の

指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
や
教
室
を
運
営
、
青

少
年
育
成
や
市
民
の
健
康
保
持
、
増
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
ブ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
し
て
、

陸
上
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
の
運
営
な
ど
で
す
。

　
総
合
公
園
以
外
の
活
動
は
、
会
員
ク
ラ
ブ
の

指
導
者
に
よ
る
中
通
小
学
校
や
竹
原
西
小
学
校

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
長
善
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
ラ

グ
ビ
ー
、
中
央
こ
ど
も
園
で
の
剣
道
、
竹
原
中

バンブースポーツクラブ
理事長

土
ど い

居　龍
りゅうじ

二 さん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

バ
ン
ブ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

学
校
で
の
合
気
道
な
ど
で
す
。

　
私
た
ち
、
活
動
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

①
「
育
て
る
」
＝
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
楽
し
さ
を
、
得
意
分
野
の
指
導
者
と
し
て
教

え
る
。
②
「
す
る
」
＝
自
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
で
健
康
増
進
と
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
③
「
支
え
る
」
＝
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・
実
施
・
並
び
に
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
協
力
を
行
う
の
３
つ
で

す
。

　
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
・
高
校
生
以
上
千
八

百
円
ほ
か
）
、
賛
助
会
員
（
年
会
費
五
千
円
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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Q 

利
用
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
こ
こ
３
年
近
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
ま

し
た
が
、
９
月
ご
ろ
か
ら
利
用
状
況
は
回
復
し

て
き
て
い
ま
す
。

Q 

何
を
大
切
に
さ
れ
て
お
ら
れ 

 

ま
す
か
。

　
施
設
の
運
営
面
で
は
、
利
用
者
の
要
望
を
し

っ
か
り
と
聞
き
、
来
て
良
か
っ
た
、
利
用
し
て

良
か
っ
た
、
と
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、
様
々

な
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
活
気
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
常
に
行
動
す

る
こ
と
で
す
。

Q 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を 

 

目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
当
市
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
、
ま
す
ま

す
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま

す
。
重
要
と
な
る
「
運
動
」
の
習
慣
化
に
当
ク

ラ
ブ
の
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
「
運
動
」

の
イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
活

動
を
行
い
、
青
少
年
育
成
と
と
も
に
活
動
の
中

心
と
し
た
い
で
す
。

Q 

竹
原
市
に
何
か
要
望
が 

 

あ
り
ま
す
か
。

　
ピ
ー
ス
リ
ー
ホ
ー
ム
バ
ン
ブ
ー
総
合
公
園
に

定
期
的
な
交
通
手
段
が
必
要
で
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
交
通
機
関
が
な
い
と
来
ら
れ

な
い
の
で
、
市
の
福
祉
バ
ス
が
定
期
的
に
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
も
っ
と
利
用
度
が
上
が
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
駅
の
設
置
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
竹
原
市
に
は
動
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
市
民
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
と
か
、
運
動
・

健
康
の
維
持
増
進
に
対
し
て
、
大
き
な
声
が
出

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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※�この不足額については，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額・過年度分損益勘定留保資金・
当年度分損益勘定留保資金・建設改良積立金で補填

※�この不足額については，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整・繰越工事資金・過年度分損益勘
定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填

令和 3年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　山元　経穂　　副委員長　井上　美津子

●資本的収入及び支出

●審査スケジュール
　9/��7� 正副委員長互選
� 日程・資料請求
　9/20� 詳細審査・総務企画部等関係
　9/21� 詳細審査・市民福祉部関係
　9/22� 詳細審査・教育委員会関係
� 建設部関係・公営企業部関係
　9/26� 総括審査・討論・採決

審
査
の
様
子
は

動
画
で
み
る

こ
と
が

で
き
ま
す
!

■一般会計（議案第40号）

●歳入決算額�154億7,689万４千円

●歳出決算額�144億8,746万5千円

※歳入・歳出�差引差額は9億8,942万9千円の黒字
※翌年度に繰り越すべき財源1億7,717万2千円を差し引いた8億1,225万7千円の黒字（実質収支）

■特別会計（6会計）（議案第40号）
●歳入決算額�71億3,318万7千円　　●歳出決算額�69億6,035万5千円

■下水道事業会計（議案第41号）

●収益的収入及び支出
収入総額 支出総額 差　　引

税 込 額 5億9,362万5千円 5億8,732万3千円 630万3千円

収入総額 支出総額 差　　引
税 込 額 2億9,169万円 4億6,139万5千円 1億9,885万円不足

収入総額 支出総額 差　　引
税 込 額 10億472万6千円 8億844万7千円 1億9,627万9千円

収入総額 支出総額 差　　引
税 込 額 1,914万2千円 2億7,264万8千円 ２億5,350万6千円の不足

主なもの 収入済額 前年比
市　　　税 54億1,580万6千円 49.8％増
地 方交付税 22億5,786万3千円 23.3％減

主なもの 支出済額 前年比 主な要因
総 務 費 23億4,546万7千円 42.8％減 特別定額給付金などの減少
民 生 費 51億1,734万5千円 13.3％増 非課税世帯臨時特別給付金などの増加
農林水産業費 2億7,796万9千円 4.9％増 地域経済循環創造事業補助金などの増加
教　育　費 6億8,962万1千円 28.8％減 小中学校空調設備設置事業などの減少
災害復旧費 11億7,880万5千円 6.8％減 平成30年7月豪雨災害復旧事業の減少

●資本的収入及び支出

■水道事業会計（議案第42号）

●収益的収入及び支出
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令和 3年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　山元　経穂　　副委員長　井上　美津子

■委員長報告
　�　当委員会に付託された令和3年度決算認定の3議案につきまして、部署毎に関係事務の集中審査を
行った後、市長の臨席による総括審査を行い、計5回に亘り慎重に審査した結果、3議案共に原案の
とおり認定すべきものと決しました。市長、執行部におかれましては、当委員会の審査過程において
各委員から質疑がなされた項目に対し御配慮いただくと共に、他の項目も含めて事業の実効性、意義
を再度検証され、新年度（令和5年度）の予算編成に反映していただく事を委員長からの指摘・要望
として当委員会の委員長報告といたします。� 委員長　山元　経穂　　

■主な質疑
❶ 公共交通実証運行事業の事業拡大に 

ついて
●�実証運行は次年度も行い、そ
の結果を把握してから路線バ
ス事業者や鉄道事業者との兼
ね合いを考慮しなければ事業
展開の結論は定められない

❹ 乳幼児等医療給付の通院・入院におけ
る給付対策の拡大について

●�他市町とは財源の背景が違うこと等
から、中長期的な視点に立ち、施策
全体をトータルで考え、適正な制度
の在り方を国県に訴えて行く事で、
事業の円滑な実践を図りたい

❷ホームページ整備委託について
●�この度システムの更新を行い、ス
マートフォン等に対応が可能なよ
うに機能がより強化され、最新の
データ情報を掲載できる庁内体制
を構築していく

❺ 理科観察実験アシスタント等の専門的
知識を有する外部人材の積極的な活用
について

●�児童生徒のみならず、教員
のスキルアップにも寄与し
ており、財源等トータルで
見ながら継続していきたい

　
令
和
３
年
度
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
額
２
２
５
億
５
，
６

４
４
万
円
、
歳
出
額
２
１
４
億
１
，
４
３
１
万
円
で
実
質
収

支
は
９
億
６
，
４
９
６
万
円
の
黒
字
に
、
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
よ
り
10
・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
85
・
９
％
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
固
定
資
産
税
の
増
加
も
あ
る
が
、
市
長
を
は
じ

め
職
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
や
財
政
健
全
化
計
画
の
取
組
の
成

果
に
よ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
豪
雨
災

害
対
策
や
長
年
の
課
題
で
あ
る
庁
舎
移
転
の
方
向
性
が
決
定

し
、
元
気
な
竹
原
市
を
作
る
為
に
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
効
果
が
あ
げ
れ
る
よ
う
事
業
の
選
択
と
集
中
が
よ
り
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
安
定
的
か
つ
有
利
な
財
源
の
活

用
に
努
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
事
を
期

待
す
る
。

井
上　
美
津
子

賛
成
討
論

反
対
討
論

●
議
案
第
40
号

　
地
方
自
治
法
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
。
憲

法
第
25
条
は
、
す
べ
て
の
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
竹
原
市
の
高
い
国
保
税
は
滞
納
者
等
の
生
活
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
国
保
税
滞
納
者
総
数
３
９
２
人
、
内
所
得
１
０
０

万
円
未
満
は
２
７
７
人
、
70
・
６
％
で
す
。

　
子
育
て
支
援
や
コ
ロ
ナ
対
策
に
伴
う
市
国
保
税
の
負
担
軽

減
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

　
介
護
保
険
の
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
１
０
８
人
で
昨
年

の
98
人
よ
り
も
増
加
で
す
が
、
施
設
増
床
の
改
善
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
市
教
委
の
働
き
方
改
革
取
組
の
目
標
が
実
現
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
教
員
の
本
来
業
務
を
整
理
し
、
具
体
的
な
解
決
を
求

め
ま
す
。

　
市
職
員
の
残
業
時
間
が
月
80
時
間
超
の
職
員
数
は
18
人
で

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
異
常
事
態
で
す
。
年
間
最
大
残
業

時
間
７
４
６
時
間
は
労
働
基
準
法
違
反
で
あ
り
、
市
職
員
の

増
員
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
強
く
求
め
ま
す
。

松
本　
　
進

❸ 次年度以降の行財政運営の見込みに 
ついて

●�資源の選択と集中による最適な
配分を図り、安定した行財政運
営を目指し、持続可能な行財政
運営に努めたい

❻ 無舗装・狭隘等の悪路の整備について
●�使用頻度、安全性を考慮し個別
実施計画に基づいた維持補修の
健全性を確保して事業を進める
と共に、緊急自然災害防止対策
事業を活用していく
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議案
番号 議案名等 議案等の概要

付

　託

委
員
会

金

　森

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本
議決
結果

報告
第 10 号

損害賠償額の決定につい
て

浸水被害について損害賠償の額を定めるた
め専決処分したので報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 11 号

令和 3 年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金
不足比率について

令和 3 年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率について、議会に報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

議案
第 37 号

広島県水道広域連合企業
団の設立について

広島県水道広域連合企業団を設けるため、広
島県及び関係市町との協議により規約を定
めることについて、議会の議決を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × × × 原案
可決

議案
第 38 号

竹原市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改
正する条例案

地方公務員の育児休業等に関する法律の一
部が改正されたことに伴い、育児休業の取得
要件を緩和する措置を講じるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 39 号

竹原市の議会の議員及び
長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例
案

公職選挙法施行令の一部が改正されたこと
等を踏まえ、竹原市議会議員及び市長の選挙
における選挙運動の公費負担の限度額を改
定するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 40 号

令和 3 年度竹原市歳入歳
出決算認定について

地方自治法第 233 条第 3 項の規定により、令
和 3 年度竹原市一般会計及び特別会計の歳入
歳出決算について、議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

認定

議案
第 41 号

令和 3 年度竹原市下水道
事業決算認定について

地方公営企業法第 30 条第 4 項の規定により、
令和 3 年度竹原市下水道事業決算について、
議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

認定

議案
第 42 号

令和 3 年度竹原市水道事
業決算認定について

地方公営企業法第 30 条第 4 項の規定により、
令和 3 年度竹原市水道事業決算について、議
会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × 原案

認定

議案
第 43 号

令和 4 年度竹原市一般会
計補正予算（第 4 号）

歳入歳出それぞれ 499,465 千円を増額補正
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 44 号

令和 4 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算

（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 2,419 千円を増額補正する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 45 号

令和 4 年度竹原市介護保
険特別会計補正予算（第 1
号）

歳入歳出それぞれ 63,806 千円を増額補正す
るもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

報告
第 12 号

損害賠償額の決定につい
て

接触事故について損害賠償の額を定めるた
め専決処分したので報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

議案
第 46 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 原田 千鳥 委員は、令和 4 年
12 月 31 日をもって任期満了につき、その後
任委員を推薦しようとするもの（山登　純子
氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 47 号

令和 4 年度竹原市一般会
計補正予算（第 5 号）

歳入歳出それぞれ 320,109 千円を増額補正
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 欠
席

退
席

原案
可決

●賛成討論
　本市の水道事業の将来見通しは，人口減少等に伴い給
水収益が減少する一方で，施設の老朽化により更新費用
は増加するなど，経営の悪化は避けられない状況にあり、
その解決策の一つとして水道事業の広域連携が挙げられ
る。
　大規模な企業団として運営される事により，人材育成
を含めた組織体制や，自然災害等に対する危機管理体制
など，その経営基盤は大きく強化されると考える。
　また，広域化に伴う国からの交付金を活用することで，
本市の老朽施設の更新を進めながらも将来的な水道料金
の上昇を抑制していくことが可能となり，将来にわたり
安全・安心な水を適切な料金で安定供給できるシステム
を維持していく上で，有益なものと考える。

井上美津子

●反対討論
　この議案は、竹原市水道事業を廃止して広島県水道広
域連合企業団（＝企業団）を設立するためのものです。
竹原市上水道の水源は、県内の他市にも誇れる良質で安
全でおいしい豊かな水です。市長は、市水道事業の経営
の健全化や効率化は良好と答えており、市水道事業を廃
止する必要はありません。広島市など6市町は『メリッ
トがない』と統合に不参加です。
　統廃合後の運営を市町単位ではなく、太田川エリアな
ど5つの地域に再編する方針で、竹原市水道事業の権限
が企業団に移行後は、地元業者に仕事が確保されるか疑
問です。竹原市の県用水受水費は、38年間で76億円。
この巨額のお金があれば、新成井浄水場や老朽管路の更
新等に活用できました。企業団に参画すれば竹原市の良
質で安全でおいしい水、豊かな水源を守ることはできな
いと考えます。� 松本　進

【議案第37号】　討　論

●令和4年第3回定例会　議案概要・採決結果 令和4年9月6日～令和4年9月28日　○は賛成　×は反対　
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… 主 な 議 案 …

議案第37号  広島県水道広域連合企業団の設立について
�・質　疑／ 企業団に参画する場合のメリットは？
・答　弁／�参画することで国の交付金を活用することができ、水道施設の老朽化対策及び耐震対

策の前倒しや、水道料金の上昇を抑制できる。
�・質　疑／ 現在は自己水源を活用し、バックアップ機能を踏まえた水の安定供給をしているが、

企業団に参画しても変わらないといえるのか。
・答　弁／�今後も竹原市の良質な自己水源を活用しながら事業を進めていく。

議案第43号  令和4年度竹原市一般会計補正予算（第4号）
■ 観光地域づくり法人設立事業
・質　疑／ DMO（観光地域づくり法人）はどういった活動をするのか。
・答　弁／�担当委員会を設置して商工会議所等と観光について検討してきたが、DMOが必要と

いうこととなった。スタッフには全国から経験のある人材を募集し、主に竹原市の情
報発信、観光資源の醸成、観光整備等の業務を行う。今回は法人の設立にかかわる経
費として法人登記、スタッフ人件費を計上している。議会には、今後事業計画等含め
て充分説明をしていく。

議案第47号  令和4年度竹原市一般会計補正予算（第5号）
■ 竹原市庁舎移転事業
●内　容／ 令和5年度にたけはら合同ビルの改修工事に着手するため、竹原商工会議所事務所を

令和4年度末までに創建ホーム現本社屋へ移転してもらう必要があることから、年内
に創建ホーム本社を仮移転してもらうための費用を同社へ支援する。

・質　疑／ 仮移転後の予定は？
・答　弁／�新本社整備は令和5年度後半になる見込みである。
・質　疑／ 仮移転費用の積算内容は？
・答　弁／�工事進捗により執行時に充分精査する。また、今後の庁舎移転の工程については、情

報提供する。

　８月　８日　民生都市建設委員会
　８月　９日　広島中央環境衛生組合議会
　　　　　　　先進地視察（～１０日）
　８月１８日　議会運営委員会
　８月２３日　全員協議会
　８月３１日　議会運営委員会
　９月　６日　本会議
　９月　７日　決算特別委員会
　９月　８日　総務文教委員会
　９月　９日　民生都市建設委員会
　９月１２日　本会議
　９月１３日　本会議

　９月１６日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　９月２０日　決算特別委員会
　９月２１日　決算特別委員会
　９月２２日　決算特別委員会
　９月２６日　決算特別委員会
　９月２８日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　会派代表者会議
１０月　５日　総務文教委員会
１０月１３日　秋田県湯沢市議会　来市

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は3回行いました。（9/6，9/26，10/14）
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質
問  

時
代
に
合
わ
せ
た
地
域

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

住
民
自
治
組
織
に

対
し
て
、
組
織
の
充
実
及
び
組

織
運
営
の
基
盤
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
竹

原
市
住
民
自
治
組
織
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
助
成
金
」
、
「
竹
原
市

住
民
自
治
組
織
活
動
支
援
助
成

金
」
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
的
支
援
と
し
て
、

防
災
訓
練
の
準
備
や
参
加
、
海

岸
清
掃
へ
の
参
加
、
行
動
プ
ラ

ン
作
成
の
助
言
な
ど
の
ほ
か
、

総
会
、
役
員
会
へ
の
参
加
を
地

域
づ
く
り
課
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
助
成
金
の
交
付

と
と
も
に
、
職
員
の
人
的
支
援

を
含
め
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問  

「
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
等
の
設
置
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
弁 

市
長 

将
来
的
に
地
域
の

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

「
広
島
叡
智
学
園
」
と

連
携
を
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
か
。

答
弁 

教
育
長 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
違
い
な
ど
か
ら
、
学
習
活
動

を
切
り
口
と
し
た
生
徒
同
士
の

交
流
は
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
の
個
性
を
最
大
限
に
生
か

す
学
習
環
境
や
、
教
師
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
生
徒

自
身
が
学
び
を
展
開
し
て
い
く

授
業
づ
く
り
な
ど
、
広
島
叡
智

学
園
の
実
践
か
ら
学
ぶ
意
義
は

大
き
い
こ
と
か
ら
、
本
市
の
学

校
に
配
置
し
て
い
る
教
員
に
対

し
、
広
島
叡
智
学
園
の
授
業
を

参
観
し
、
教
職
員
と
意
見
交
流

で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

高
校
生
を
対
象
に
し
た

海
外
留
学
の
制
度
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
弁 

教
育
長 

高
校
生
を
対
象

と
し
た
制
度
も
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま

ず
は
市
内
の
中
学
校
・
義
務
教

育
学
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
事

業
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
人
材

育
成
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●自治会の活性化について
●竹原市の人材育成について 動 画

質
問  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

と
し
て
、
現
在
、
国
、
県
も
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
加
え
て
竹
原
市
と
し
て
独
自

に
市
民
の
皆
様
を
支
え
る
た
め

に
出
来
る
事
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
特
に
、
弱
い
立
場
に
あ

る
高
齢
者
、
母
子
家
庭
等
、
孤

立
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

最
善
を
尽
く
す
体
制
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁 

市
長�
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
数
多
く
の
支
援

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
世
帯

や
事
業
者
等
を
支
え
る
た
め
、

引
き
続
き
必
要
に
応
じ
た
支
援

等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

こ
の
度
、
商
工
会
議
所

の
移
転
先
が
や
っ
と
決
ま
り
、

今
後
の
課
題
と
市
の
市
民
館
、

図
書
館
、
美
術
館
の
施
設
な
ど

が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
市
民

の
皆
様
が
注
視
し
て
い
ま
す
が
、

全
体
像
及
び
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

示
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

答
弁 

市
長�

今
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
庁
舎
関
連
に
つ
い
て
、

議
会
及
び
市
民
の
皆
様
に
説
明

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
の
水
道
事
業
が

こ
の
度
の
広
島
県
の
水
道
事
業

企
業
団
に
参
加
す
る
の
は
数
多

い
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

広
島
市
を
初
め
と
し
て
６
割
以

上
が
参
加
し
て
い
な
い
状
況
下
、

竹
原
市
の
水
道
が
将
来
と
も
安

価
で
良
質
な
水
道
を
守
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
市
民
の
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
正
確
な
情
報
が

提
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁 

市
長�

水
道
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
、
市
民
生
活
に
直
接
影

響
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
対

し
て
適
切
に
情
報
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問  
簡
保
セ
ン
タ
ー
廃
止
、

ま
た
吉
名
出
張
所
の
閉
鎖
、
さ

ら
に
荘
野
出
張
所
も
閉
じ
、
多

く
の
市
民
が
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
忠
海
支
所
の
今
後
も
大

変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

衰
退
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
竹

原
市
と
し
て
の
考
え
を
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

忠
海
支
所
を
含
め

た
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
費
用
対
効
果
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
の
観
点

を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

吉
よ し だ

田　　基
もとい ●市の新型コロナ感染対策について

●施設移転に伴う内容説明について
●水道事業の説明責任について

動 画
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質
問  

市
庁
舎
移
転
問
題
は
福

祉
会
館
跡
地
へ
会
議
所
、
市
立

図
書
館
併
設
先
行
移
転
す
る
こ

と
で
、
平
成
29
年
８
月
に
市
長
、

会
頭
間
で
公
式
に
最
終
合
意
さ

れ
た
の
で
す
。
今
榮
市
長
は
平

成
30
年
就
任
、
同
年
７
月
豪
雨

災
害
と
財
政
再
建
を
優
先
的
に

取
り
組
む
と
合
意
を
解
除
さ
れ

た
が
、
事
業
を
一
定
期
間
休
止
、

据
置
く
こ
と
が
最
善
の
選
択
で

は
な
い
か
。

答
弁 

市
長�

合
意
解
除
は
会
議

所
関
係
者
に
理
由
を
説
明
し
、

理
解
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

質
問  

本
年
３
月
、
新
聞
報
道

で
創
建
ホ
ー
ム
社
屋
、
竹
原
市

へ
寄
贈
意
向
。
市
は
受
け
入
れ

に
前
向
き
。
創
建
ホ
ー
ム
社
長

は
会
頭
で
あ
り
、
直
接
会
議
所

に
寄
贈
が
本
筋
と
思
う
が
、
会

議
所
が
受
け
入
れ
な
い
理
由
が

あ
る
の
か
強
い
疑
念
が
残
る
が
、

５
月
19
日
報
道
で
は
、
市
は
受

納
後
会
議
所
に
無
償
貸
与
或
い

は
移
転
支
援
金
３
千
万
円
提
供

で
協
議
が
進
ん
で
い
る
と
あ
る

が
、
市
長
は
何
処
ま
で
関
与
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

今
後
の
進
捗
に
応

じ
て
、
適
正
な
時
期
に
必
要
な

予
算
を
措
置
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

質
問  

創
建
ホ
ー
ム
本
社
屋
は

築
40
年
。
同
地
は
塩
分
濃
度
の

高
い
地
層
、
杭
伸
は
25
ｍ
超
で

現
行
法
或
い
は
一
般
論
と
し
て
、

耐
久
年
数
、
耐
震
強
度
に
つ
い

て
、
公
式
に
検
査
の
提
出
を
求

め
る
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長�

検
査
は
昭
和
60
年

に
受
け
て
お
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
50
年
か
ら
70
年
、
適

正
に
管
理
す
れ
ば
１
０
０
年
間

は
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
問  

水
道
事
業
団
参
画
の
説

明
で
は
、
現
県
総
人
口
２
８
０

万
人
の
う
ち
、
企
業
団
不
参
加

人
口
は
２
１
３
万
２
千
人
余
り
、

参
加
は
66
万
８
千
人
余
り
で
、

効
果
が
見
込
め
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
弁 

市
長�

交
付
金
で
安
定
し

た
運
営
が
望
め
る
と
参
画
を
決

定
し
ま
し
た
。

質
問  

地
元
業
者
育
成
は
市
長

の
決
断
で
可
能
。
同
団
体
は
す

べ
て
車
両
ポ
ン
プ
を
所
有
。
災

害
時
に
は
市
民
の
生
命
財
産
を

守
る
第
一
線
組
織
。
今
後
の
取

組
は
。

答
弁 

市
長�

建
設
業
者
に
は
災

害
時
緊
急
要
請
も
あ
り
公
益
性

の
高
い
役
割
も
あ
り
、
今
後
も

公
平
性
、
透
明
性
の
確
保
を
図

り
、
業
者
の
受
注
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●庁舎移転問題について
●水道事業について
●地元業者育成について

動 画

質
問  

市
長
は
、
里
道
敷
地
内

に
Ａ
さ
ん
の
浄
化
槽
設
置
を
認

め
て
い
た
が
、
竹
建
第
６
３
５

号
の
境
界
復
元
図
で
覆
し
て
い

ま
す
。
そ
の
正
当
性
は
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
。

　
市
公
開
資
料
は
里
道
幅
・
浄

化
槽
設
置
は
明
記
し
て
い
ま
せ

ん
。

答
弁 
市
長�
関
係
地
権
者
全
員

で
の
境
界
立
会
が
な
い
の
で
、

確
定
で
な
く
推
認
と
し
て
い
ま

す
。

質
問  

小
規
模
校
の
課
題
、
児

童
生
徒
に
与
え
る
影
響
で
、
「

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
つ
き
に
く
い
」
、
「

切
磋
琢
磨
…
意
欲
や
成
長
が
引

出
さ
れ
に
く
い
」
と
の
懇
話
会

報
告
は
、
科
学
的
に
検
証
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

答
弁 

教
育
長�

社
会
性
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
た
め
の
最
適
な
環
境
は
、

特
に
科
学
的
根
拠
は
承
知
し
て

い
ま
せ
ん
。

質
問  

市
立
小
中
学
校
の
教
員

配
置
数
は
、
現
在
11
校
と
（
仮

称
）
竹
原
学
園
１
校
で
は
ど
の

よ
う
に
な
り
、
そ
の
削
減
効
果

は
。

答
弁 

教
育
長�

仮
に
全
児
童
生

徒
数
が
６
０
０
人
で
約
25
名
。

現
在
の
教
員
数
と
の
比
較
は
あ

ま
り
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。

質
問  

水
道
水
源
保
護
条
例
の

制
定
は
、
水
道
法
を
根
拠
に
自

治
体
の
責
務
を
明
記
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
責
任
で
早
期
に
つ
く
っ

て
こ
そ
、
水
道
水
・
井
戸
水
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

答
弁 

市
長�

こ
の
条
例
制
定
は
、

内
容
や
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
り
、

製
造
業
や
農
業
等
の
事
業
活
動

・
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
指
定
区
域

や
対
象
等
に
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。

質
問  

市
長
は
太
田
川
の
原
水

と
中
通
水
源
の
原
水
は
ど
ち
ら

が
良
質
・
安
全
と
考
え
ま
す
か
。

答
弁 
市
長�

水
源
の
種
類
で
検

査
項
目
が
異
な
り
、
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問  

広
域
連
携
（
＝
企
業
団
）

の
目
的
は
、
健
全
な
経
営
基
盤

の
確
立
で
す
。

　
市
長
は
、
竹
原
市
水
道
事
業

の
経
営
の
健
全
化
や
効
率
化
は

良
好
で
す
と
の
答
弁
で
す
が
、

今
な
ぜ
、
企
業
団
に
参
画
す
る

の
で
す
か
。

答
弁 

市
長�

本
市
水
道
事
業
は

給
水
収
益
の
減
少
、
老
朽
施
設

の
更
新
等
課
題
が
あ
り
、
参
画

を
判
断
し
ま
し
た
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●里道（西野町赤坂）の管理で市は責任を果たせ

●竹原市立小中学校の統廃合答申について
●市民の命と健康を守る水道事業を

動 画
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質
問  

合
同
庁
舎
に
移
転
し
た

場
合
、
周
辺
を
通
行
す
る
車
輛

や
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す

る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
入
口
か
ら
左
折
で
出
る
場
合

は
、
信
号
の
な
い
Ｔ
字
路
や
交

差
点
が
続
き
、
区
画
整
理
地
区

に
接
し
た
信
号
の
な
い
交
差
点

が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
こ
の
交
差
点
で
は
尊

い
命
が
失
わ
れ
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
関
係
機
関
に
し
っ
か
り
働
き

か
け
、
交
通
事
故
を
抑
止
す
る

周
辺
環
境
の
整
備
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

市
長�

交
通
事
故
発
生
防

止
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
交

差
点
の
見
通
し
を
改
善
す
る
た

め
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
警
に
対
し
、
信
号
機

の
新
設
に
つ
い
て
要
望
を
行
う

な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

立
地
や
対
象
者
の
年
齢

な
ど
に
よ
り
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

答
弁 

市
長�

保
育
所
・
こ
ど
も

園
は
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防

計
画
や
各
園
の
立
地
状
況
に
応

じ
た
津
波
、
風
水
害
等
の
避
難

確
保
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
職
員
研
修
や
毎
月
１

回
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
小
学
校
以
上
で
は
、
地
震
、

火
災
、
風
水
害
等
災
害
種
別
ご

と
に
取
る
べ
き
避
難
行
動
な
ど

基
本
的
対
応
を
整
理
し
て
お
り
、

年
間
３
回
程
度
、
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問  

企
業
誘
致
な
ど
雇
用
の

場
の
創
出
な
ど
積
極
的
に
推
進

し
、
地
域
の
力
を
上
げ
て
い
く

事
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
弁 

市
長�

県
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企

業
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
産
業

の
振
興
と
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
意
義
を
考
え
る
と
、
児

童
・
生
徒
を
地
域
の
力
で
見
守

り
・
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

教
育
長�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
の
本
来
の
目
的
で

あ
る
と
も
い
え
る
地
域
創
生
を

視
野
に
入
れ
た
「
協
働
・
共
創

型
」
の
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
は
令
和
４
年
11

月
設
立
予
定
の
広
島
県
水
道
広

域
連
合
企
業
団
に
参
画
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
原
市

に
お
け
る
水
道
事
業
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
企
業

団
参
画
を
提
案
さ
れ
た
の
か
、

お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
弁 
市
長�

本
市
の
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
給
水
収
益
の
減
少
、
水
道
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
費
用

の
増
加
、
技
術
力
の
継
承
な
ど

将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
事

業
運
営
に
お
い
て
大
き
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
近
年
の

豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
施
設
の

強
靭
化
や
応
急
給
水
・
復
旧
体

制
な
ど
災
害
に
強
い
組
織
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
見
通
し
に
お
い

て
も
、
給
水
人
口
及
び
給
水
収

益
と
も
に
年
々
減
少
し
、
令
和

44
年
度
で
は
令
和
２
年
度
と
比

べ
、
給
水
人
口
は
64
％
減
少
し
、

給
水
収
益
は
現
行
の
料
金
水
準

を
維
持
し
た
場
合
に
は
、
38
％

減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
市
の

課
題
や
将
来
見
通
し
を
踏
ま
え
、

こ
の
度
の
広
域
連
携
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

国
の
交
付
金
の
活
用
に
よ
る
施

設
更
新
の
促
進
、
水
道
料
金
の

上
昇
幅
の
抑
制
、
事
業
の
円
滑

な
執
行
や
技
術
の
継
承
、
危
機

管
理
体
制
を
含
む
運
営
体
制
の

強
化
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
参
画
を
判
断
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
教
育
委
員
会
に

お
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
取
組
方
針
を
策
定
さ

れ
、
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り

な
が
ら
、
教
育
の
質
を
維
持
向

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

長
時
間
勤
務
に
つ
い
て
、
今
年

度
を
含
ん
だ
現
況
を
お
伺
い
致

し
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

１
カ
月
当
た
り

の
時
間
外
勤
務
時
間
が
45
時
間

以
上
と
な
っ
た
教
員
の
割
合
は
、

令
和
２
年
度
が
21
・
０
％
、
令

和
３
年
度
が
20
・
８
％
、
令
和

４
年
度
は
７
月
末
時
点
で
25
・

０
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
の
時
間
外
勤
務

時
間
が
３
６
０
時
間
以
上
と
な

っ
た
教
員
の
割
合
は
、
令
和
２

年
度
が
56
・
６
％
、
令
和
３
年

度
が
45
・
９
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
致
し
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
働
き
方
改
革

取
組
方
針
に
基
づ
い
た
各
種
取

組
を
進
め
、
時
間
外
勤
務
時
間

の
削
減
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

金
かねもり

森 保
やすなお

尚 
●広島県水道広域連合企業団参画について
●教師不足の深刻化について 動 画

堀
ほりこし

越　賢
け ん じ

二
●庁舎移転における環境整備について
● 市内の保育所・こども園・小学校・中学校・

義務教育学校の災害時のマニュアルについて
● 学校適正配置と地域振興について

動 画
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《総務文教委員会》10月5日� 委員長　今田　佳男　　

●竹原市立学校適正配置計画（案）について
　①概　要
　　�竹原市立学校適正配置懇話会の答申を踏まえ、今後20年間を見通した中で、市立学校の適正規模
及び適正配置の具体的なビジョンとして、計画期間を令和5年度から令和9年度とする計画を策定
する。

　②各ブロックの統合再編計画
　・賀茂川ブロック　令和7年度
　　東野小・荘野小・仁賀小・賀茂川中を統合し、義務教育学校（仮称）賀茂川学園を設立
　・竹原ブロック　令和8年度
　　大乗小学校を竹原小学校に統合
・主な質疑
　 質疑 　 学校が無くなることで地域の活力が失われると思うが、対応はどうするのか。
　 答弁　�現在進めているコミュニティ・スクールの仕組みをさらに浸透させることで、地域をどのよう

にするかを、地域と行政がしっかり協議するようにする。
　 質疑 　 通学する距離が長くなる子どもたちの安全を確保する対策はどのようにするのか。
　 答弁　�統合に向けては設立検討委員会を設置するようになると思うが、現在の学校運営協議会と連携

して、通学について不安が無いように協議する。

常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査

令和3年度の各議員の政務活動費収支報告

●令和3年度 政務活動費支出状況 （単位：円）

●全ての項目について、収支を証明する領収書が添付されています。
●閲覧を希望される方は議会事務局へご連絡ください。
●各議員の執行状況等については市議会HPからも閲覧できます。

議　員　名 交付額 執行額計 使　用　内　容 合　計 差し引き返納額
金　森　保　尚 未申請
下垣内　和　春 120,000 0 0 120,000
今　田　佳　男 120,000 10,000 研究研修費��� 10,000 10,000 110,000
竹　橋　和　彦 120,000 0 0 120,000
山　元　経　穂 120,000 0 0 120,000
高　重　洋　介 120,000 0 0 120,000
堀　越　賢　二 120,000 0 0 120,000
川　本　　　円 120,000 0 0 120,000
井　上　美津子 120,000 5,000�研究研修費���� 5,000 5,000� 115,000
大　川　弘　雄 120,000 46,200�資料購入費��� 46,200 46,200� 73,800
道　法　知　江 120,000 0 0 120,000
宮　原　忠　行 未申請
吉　田　　　基 120,000 90,500 研究研修費��� 90,500 90,500 29,500
宇　野　武　則 120,000 21,794 資料作成費��� 21,794 21,794 98,206
松　本　　　進 未申請
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

　
９
月
定
例
市
議
会
は
、
広
島
県

水
道
広
域
連
合
企
業
団
（
＝
企
業

団
）
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
案

が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
の
議
論
は
、
竹
原
の

水
道
水
源
は
良
質
で
お
い
し
い
水

で
あ
り
、
今
健
全
な
経
営
を
し
て

い
る
の
に
な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
と

い
う
反
対
や
、
企
業
団
に
参
画
す

れ
ば
、
老
朽
施
設
の
更
新
等
で
国

の
交
付
金
が
あ
り
、
安
定
し
た
水

道
事
業
が
で
き
る
な
ど
賛
成
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
原
市
水
道
事
業
の
権
限
が
企

業
団
に
移
行
さ
れ
れ
ば
、
事
務
処

理
等
で
こ
れ
ま
で
通
り
、
竹
原
市

が
権
限
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
市
民
か
ら
、
竹
原
市
の
良
質
・

安
全
な
上
水
道
水
源
は
守
れ
る
の

か
と
不
安
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
竹
原
市
は
、
市
民
に
十
分
な
説

明
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

松
本　
進

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　川
本

　
　円

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

《
特
集
後
記
》

　
私
の
子
ど
も
達
は
、
バ
ン
ブ
ー

公
園
で
、
よ
く
少
年
野
球
の
試
合

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
私
の
健
康
維
持
の
た
め

に
歩
き
に
行
っ
て
い
ま
す
。
歩
い

て
い
る
時
に
、
野
ウ
サ
ギ
に
出
会

う
な
ど
、
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
癒
し
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

孫
た
ち
の
遊
び
の
場
と
し
て
も
、

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
ン
ブ
ー
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
の
要
望
を
受

け
止
め
て
、
様
々
な
文
化
、
活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
私

も
こ
の
活
動
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　
こ
の
取
材
を
通
し
、
竹
原
市
の

活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
に
必
要
な

施
設
と
し
て
、
ピ
ー
ス
リ
ー
ホ
ー

ム
バ
ン
ブ
ー
総
合
公
園
を
再
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

�

下
垣
内　
和
春

特　集
 

… 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
ン
ブ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

…　
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